
全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
十
一
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
十
九
日
（
木
）
に
か
け
て
「
二
〇
秋
年
末
闘
争
中
央
行
動
」
を

取
り
組
ん
だ
。

取
り
組
み
は
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
消
防
庁
へ
の
行
政
交
渉
、
日
本
貿
易
会
、
外
国
船
舶
協
会

へ
の
ユ
ー
ザ
ー
要
請
と
政
党
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
全
国
港
湾
常
任
中
央
執
行
委
員
と
港
運
同
盟
四
役
を
中
心
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
関
係
地
区
代
表
を

招
聘
し
、
合
わ
せ
て
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。

今
年
の
秋
年
末
闘
争
中
央
行

動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ

り
参
加
者
人
数
を
絞
り
、
定
期

大
会
で
問
題
提
起
の
あ
っ
た
課

題
を
具
体
的
に
提
起
す
べ
く
関

係
地
区
の
代
表
を
招
聘
す
る
こ

と
が
中
央
執
行
委
員
会
で
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
港
湾

常
任
中
執
、
港
運
同
盟
四
役
と

大
港
労
協
か
ら
三
宅
事
務
局

長
、
神
戸
港
湾
か
ら
高
島
事
務

局
長
、
北
海
道
港
湾
か
ら
川
村

議
長
、
四
国
港
湾
か
ら
橋
崎
議

長
が
行
動
に
参
加
し
た
。

ま
た
、申
し
入
れ
に
際
し
て
、

十
一
月
四
日
（
水
）
十
三
時
三

十
分
か
ら
国
土
交
通
省
、
同
日

十
五
時
三
十
分
か
ら
厚
生
労
働

省
に
対
し
て
事
前
に
レ
ク
チ
ャ

ー
を
行
っ
た
。

行
動
の
第
一
日
目
は
、
十
八

日
（
水
）
十
三
時
に
国
土
交
通

省
前
に
集
合
し
て
行
動
に
先
立

ち
、
意
思
統
一
集
会
が
開
催
さ

れ
た
。

集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
全
国
港
湾
柏
木
委
員
長
か
ら

中
央
行
動
に
際
し
て
の
た
た
か

う
決
意
表
明
を
受
け
、
参
加
者

全
員
が
交
渉
場
所
の
国
土
交
通

省
会
議
室
に
入
っ
た
。

交
渉
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
現
状
を
鑑
み
、
交
渉
場
所

を
移
動
せ
ず
、
国
土
交
通
省
会

議
室
で
行
う
と
し
て
、
十
三
時

三
十
分
か
ら
十
五
時
ま
で
国
土

交
通
省
と
、
十
五
時
三
十
分
か

ら
十
六
時
三
〇
分
ま
で
厚
生
労

働
省
と
行
っ
た
。

一
日
目
の
行
動
の
最
後
は
、

国
土
交
通
省
前
に
て
、
港
運
同

盟
日
吉
会
長
の
「
お
疲
れ
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
で
第
一
日
目
を
締
め

く
く
っ
た
。

第
二
日
目
の
十
九
日
（
木
）

は
、
参
加
者
を
振
り
分
け
十
三

時
三
十
分
か
ら
経
済
産
業
省
に

十
一
名
、日
本
貿
易
会
に
五
名
、

十
五
時
三
十
分
か
ら
消
防
庁
、

外
国
船
舶
協
会
に
五
名
が
各
々

申
入
れ
、
要
請
を
行
っ
た
。

ま
た
、
政
党
要
請
に
つ
い
て

は
、
日
程
な
ど
訪
問
先
に
合
わ

せ
両
組
織
四
役
を
中
心
に
調
整

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、

港
湾
政
策
・
行
政
申
し
入
れ
へ

の
協
力
要
請
と
政
策
へ
の
意
見

交
換
会
の
開
催
を
申
し
入
れ
る

こ
と
と
し
た
。

十
一
月
十
八
日
（
水
）
十
三

時
三
十
分
よ
り
労
使
政
策
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
日
港
協
か
ら

要
請
の
あ
っ
た
、
二
〇
年
度
の

年
末
年
始
特
別
例
外
荷
役
の
実

施
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

年
末
年
始
特
別
例
外
荷
役
の

申
入
れ
に
付
い
て
は
、
十
月
二

十
九
日
の
労
使
政
策
委
員
会
で

提
案
さ
れ
、
十
一
月
十
二
日
の

第
四
回
中
央
執
行
委
員
会
で
協

議
・
検
討
を
行
い
、
日
港
協
か

ら
は
労
働
条
件
を
昨
年
と
同
様

と
す
る
と
し
た
こ
と
か
ら
、
本

年
に
つ
い
て
も
昨
年
と
同
様
の

取
り
扱
い
で
実
施
す
る
こ
と
を

確
認
、
ま
た
、
作
業
時
間
・
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
厳
格
に
す
る
こ
と
を
申
し

述
べ
、
労
使
政
策
委
員
会
議
事

確
認
書
を
締
結
し
た
。

そ
の
結
果
、
例
年
通
り
十
二

月
三
十
一
日
、
一
月
二
日
、
三

日
及
び
四
日
の
四
日
間
に
つ
い

て
は
「
年
末
年
始
休
日
」
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
学
術
会

議
が
次
期
会
員

に
推
薦
し
た
一

〇
五
名
の
う

ち
、
六
名
の
任

命
を
菅
首
相
が

拒
否
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
学
者
や
野
党
が
政

府
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
政
府
は
、
推
薦
さ
れ
た
人
の

任
命
は
形
式
的
で
首
相
は
拒
否

し
な
い
と
国
会
で
答
弁
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
ル
ー
ル

に
反
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
▼
な
ぜ
任
命
を
拒
否
し

た
の
だ
ろ
う
か
▼
日
本
学
術
会

議
で
は
『
優
れ
た
研
究
・
業
績

が
あ
る
人
』
を
推
薦
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
首
相
は
専
門

家
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の

人
の
研
究
や
業
績
が
優
れ
て
い

る
か
を
判
断
で
き
な
い
。
政
府

は
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
が
、研
究
や
業
績
で
は
な
く
、

推
薦
さ
れ
た
人
の
思
想
傾
向
な

ど
を
嫌
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
て

い
る
。
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
六

名
は
、
二
〇
一
五
年
に
与
党
が

強
行
採
決
し
た
安
保
関
連
法

（
戦
争
法
）に
反
対
す
る
な
ど
、

政
府
が
進
め
る
危
険
な
政
策
を

批
判
し
て
き
た
人
達
だ
。
そ
う

い
う
学
者
が
狙
い
撃
ち
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
▼
日
本
学
術
会
議

は
内
閣
総
理
大
臣
が
管
轄
し
、

国
費
で
運
営
さ
れ
る
が
、
政
府

か
ら
独
立
し
て
職
務
を
行
う

「
特
別
の
機
関
」
だ
。
政
府
の

意
見
が
常
に
正
し
い
わ
け
で
は

な
い
し
、
少
数
意
見
を
含
め
て

批
判
や
反
対
の
声
を
聞
き
、
少

し
で
も
い
い
政
策
を
作
る
の
が

政
府
の
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
が

国
民
の
利
益
に
な
る
。
気
に
い

ら
な
い
学
者
を
排
除
す
る
姿
勢

は
民
主
主
義
と
は
言
え
な
い
。
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